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　市民活動支援センターでは、ボランティア紹介やＮＰＯに関する相談などを行っています。また、市内で活動
している市民活動団体や、講座、助成金など市民活動に関する情報を発信しています。市民活動・ボランティ
アを既にしているかた、これから始めようと思っているかたなど、興味があるかたはお気軽にお越しください。

次の要件を全て満たす団体
●5人以上で構成されている
●市内で公益的で非営利な活動をしている
●選挙、政治、宗教を目的としていない

登録できる団体
子どもの健全育成、まち
づくり、保健・医療・福祉、
環境保全など20分野

対象となる市民活動

市民サロン／午前9時～午後10時（どなたでも自由に使えます。ただ
し、事務室開設時間以外は登録団体のみで、要予約）
ボランティア室・集会室（定員各20人）／午前9時～午後10時（登録
団体のみ利用可。要予約）

会議室などの利用時間

●会議・打ち合わせスペース（無料）の利用●資料作成用のコピー機・
印刷機（有料）の利用●物品の貸し出し●市ホームページ・広報おわり
あさひなどで活動情報を発信 など

登録団体への支援

をご利用ください

登録・問い合わせ先／渋川福祉センター内市民活動支援センター ☎51-2878

問い合わせ先／市役所広報広聴課広報広聴係 ☎76-8106

皆さんの活動を応援します

市政情報は、SNS・動画でも配信中！

市のSNS

登録は
こちらから

視聴は
こちらから

行政情報番組
「あさチャン」

●LINE　　　　　●Facebook
●X(旧Twitter)　●YouTube
●Instagram

　これまで月2回（1・15日号）発行していましたが、デジタル化の進展
などに伴い、4月から月1回の発行となります。今後は、誌面の充実を
図るとともに、ホームページや公式ＳＮＳ（LINE、Xなど）、行政情報番組
「あさチャン」など、さまざまな媒体を活用し、情報をお届けします。

　5月号からは、より見やすく読んでもらえるよう、誌面を全面
リニューアルします。リニューアルの詳細は、後日お知らせします。

●月
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　燃えるごみで出されるものには、生ごみと
資源ごみが多く含まれています（下図の円
グラフ）。生ごみを減らし、資源ごみを分別し
てごみ処理にかかる費用の抑制や環境負荷
の低減につなげるため、より一層のご協力を
お願いします。

※令和5年度ごみ組成調査より

ごみを出さない・増やさないために
できる工夫

生ごみ堆肥化容器「ガボッジ君」を使ってみませんか？
　「ガボッジ君」とは、水をよく切った生
ごみを入れて、微生物の分解力を利用
して堆肥を作る容器です。
　できた堆肥は、畑や花壇などで使用
できます。委託団体と連携し、希望者に
無料で容器を配布しています。

生ごみ処理機などを購入し、堆肥化にチャレンジしてみませんか？
　市では、日本国内の販売店で購入した生ごみ処理機などの機器・容器の購入費の一部を補助しています。
詳細は、ホームページ（右記二次元コード）をご覧ください。
※予算には限りがあります。申請の際は、ご相談ください

購入価格の2分の1
（8,000円を上限）

購入価格の2分の1
（3,000円を上限）

購入価格の2分の1
（1,000円を上限）

1人1日当たりの家庭から出るごみの量

471g
人・日

現状（令和4年度実績値）

428g
人・日

令和5年度目標

43gの差（卵1個分に相当）

❶生ごみ処理機 ❷生ごみ堆肥化容器
　（コンポスト）

❸生ごみ発酵用
　密閉容器

生ごみ
29%

資源ごみ
22%

その他
可燃物
47%

不燃・有害・事業系
2%

　できた堆肥のおかげで、
自宅で育てている花や野菜
の育ちが良くなりました。

（三郷町 女性）

利用者の声

買い物編
買う前に手持ちの
食材と期限を
確認する

保存・保管編
期限の近いものを
手前に置く

調理編
残った料理は
リメイクする

分別編
食品トレイや

新聞などを資源ごみ
に分別する

ちょっとした工夫で
ごみを出さない・増やさない

問い合わせ先／市役所環境課ごみ減量係 ☎76-8135

調理くず
80%

直接廃棄
11%

食べ残し
8%

その他
1%

減量・食品ロス削減

燃えるごみを減らしましょう

補助額 補助額 補助額

プラごみ・
古紙類の
分別
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